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質
問　

美
浦
村
に
お
け
る
区
域
区

分
制
度
、
い
わ
ゆ
る
「
線
引
き
」

適
用
の
経
緯
は
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

平

成
元
年
６
月
に
稲
敷
東
部
台
都
市

計
画
区
域
（
当
時
の
江
戸
崎
町
・

新
利
根
村
・
美
浦
村
の
３
町
村
の

広
域
で
）
に
指
定
さ
れ
、
平
成
６

年
３
月
に
は
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
を
定
め
る
区
域
区
分
、

い
わ
ゆ
る
「
線
引
き
」
を
決
定
し

た
。

質
問　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

等
に
よ
る
線
引
き
の
問
題
点
は
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

調

整
区
域
の
懸
案
と
し
て
は
、
住
宅

の
建
築
を
厳
し
く
制
限
す
る
た
め
、

人
口
増
加
が
見
込
め
な
い
。

質
問　

線
引
き
に
よ
る
問
題
点
と

全
国
の
状
況
を
踏
ま
え
て
の
、
美

浦
村
の
考
え
方
は
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

美

浦
村
と
し
て
は
、
豊
か
な
田
園
風

景
・
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、

生
活
機
能
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
「
線
引
き
」

を
維
持
し
た
ま
ま
柔
軟
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
方
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

質
問　

線
引
き
を
維
持
し
た
ま
ま

指
定
さ
れ
た
区
域
内
で
あ
れ
ば
、

調
整
区
域
で
あ
っ
て
も
、
誰
で
も

住
宅
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
「
区
域
指
定
制
度
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
。

　

県
内
で
も
多
く
の
自
治
体
が
、

区
域
指
定
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

本
村
で
も
、
こ
の
制
度
を
考
え
て

み
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

制

度
と
し
て
の
効
力
・
有
効
性
・
実

現
性
を
調
査
・
分
析
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

美
浦
村
に
と
っ
て
従
来
の

線
引
き
が
本
当
に
必
要
か
。
現
状

の
美
浦
村
を
見
て
み
る
と
、
そ
ろ

そ
ろ
検
討
の
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
区
域
指
定
制
度
も

含
め
、
村
長
の
見
解
は
。

答
弁　

（
村
長
）　

線
引
き
は
、

乱
開
発
を
防
ぐ
為
に
は
必
要
と
思

う
の
で
、
線
引
き
は
見
直
さ
ず
、

「
区
域
指
定
制
度
」
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
人
口
減
少
の
歯
止
め

を
か
け
、
移
住
者
を
迎
え
る
こ
と

に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
か
ら
、
県
と

調
整
を
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
村
と
し

て
も
区
域
指
定
制
度
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

「
都
市
計
画
の
線
引
き
」
に
つ
い
て

「
都
市
計
画
の
線
引
き
」
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

山
やま ざ き

崎　幸
さ ち こ

子

議 員

答
弁



議会だより みほ一 般 質 問

6

平成 30 年８月１日発行　№ 122

答
弁　

（
教
育
次
長
）　

各
学
校
で

は
、
児
童
・
保
護
者
・
教
員
の
三

者
に
よ
る
危
険
箇
所
の
確
認
を

行
っ
て
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇

所
の
地
図
を
作
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
美
浦
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
稲
敷
警
察
署
・
竜
ケ
崎
工
事

事
務
所
及
び
学
校
代
表
者
と
合
同

で
現
地
調
査
を
し
、
通
学
路
に
お

け
る
危
険
箇
所
を
公
表
し
て
い
る
。

質
問　

自
転
車
通
学
で
荷
台
に
学

用
品
を
過
重
に
載
せ
て
い
る
生
徒

や
、
徒
歩
通
学
で
は
過
重
に
学
用

品
を
背
負
う
生
徒
が
安
全
に
通
学

出
来
て
い
る
か
調
査
を
実
施
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　

（
教
育
次
長
）　

過
重
学
用

品
の
持
ち
運
び
に
よ
る
事
故
は
な

い
。
ま
た
、
学
用
品
の
重
量
に
関

す
る
調
査
は
し
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
支
障
が
起
き
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
の
で
通
学
時
の
荷

物
・
重
量
を
意
識
す
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

答
弁　

（
教
育
長
）　

各
学
校
で
は
、

通
学
時
の
荷
物
を
減
ら
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
必
要
の
な
い
物
を

教
室
に
置
け
る
場
所
を
設
け
て
い

る
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
今
後

も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

自
転
車
通
学
・
徒
歩
通
学
・

教
員
の
登
下
校
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
が
あ
る
天
候
の
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

（
教
育
次
長
）　

警
報
の
発

令
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
事
務
局

で
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
校
長
会
と
協
議
の

う
え
臨
時
休
校
・
始
業
時
間
の
変

更
・
注
意
喚
起
等
を
決
定
し
、
各

学
校
・
保
護
者
へ
連
絡
を
行
っ
て

い
る
。
教
員
に
つ
い
て
は
天
候
に

関
わ
ら
ず
勤
務
し
、
問
い
合
わ
せ

の
対
応
・
被
害
状
況
の
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

答
弁　

（
教
育
長
）　

天
候
に
よ
り

危
険
な
通
学
を
児
童
・
生
徒
に
強

い
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
自
転

車
通
学
初
年
度
の
小
学
校
三
年
生

に
対
し
て
は
道
路
状
況
に
よ
り
児

童
の
安
全
を
考
慮
し
、
バ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
と
し
た
。

質
問　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
効

果
が
あ
る
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機

器
に
対
す
る
補
助
金
支
給
の
検
討

は
し
た
の
か
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

現
在

県
内
で
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置

補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
自
治
体

が
無
い
こ
と
、
村
民
か
ら
の
要
望

が
無
い
こ
と
、
村
内
に
家
電
販
売

店
が
無
い
こ
と
か
ら
補
助
金
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

答
弁　

（
村
長
）　

村
で
は
、
太
陽

光
電
気
事
業
会
計
を
行
っ
て
お
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器
を
設
置
し
消
費

電
気
削
減
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
補
助
金
を

実
施
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
村
内

に
量
販
店
・
家
電
の
販
売
店
が
進

出
し
、
気
軽
に
購
入
出
来
る
状
況

に
な
れ
ば
住
民
の
要
望
も
出
て
く

る
と
思
う
の
で
、
そ
の
時
に
改
め

て
検
討
し
、
そ
の
方
向
性
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

自
転
車
通
学
で
交
通
マ

ナ
ー
を
守
ら
な
い
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　

（
教
育
次
長
）　

各
学
校
で

は
、
危
険
な
行
為
に
対
し
て
連
絡

を
受
け
た
場
合
、
直
ち
に
現
場
に

行
き
現
状
の
確
認
に
努
め
可
能
な

場
合
は
、
そ
の
場
で
の
指
導
を
し

て
い
る
。
学
校
で
は
、
交
通
ル
ー

ル
、
命
の
危
険
、
大
切
さ
を
指
導

し
て
い
る
。

質
問　

村
で
は
、
通
学
路
の
危
険

箇
所
の
対
策
箇
所
図
を
作
成
し
て

い
る
が
、
保
護
者
及
び
子
供
達
の

意
見
も
加
味
し
て
通
学
路
の
危
険

箇
所
の
見
直
し
を
し
て
い
る
の
か
。

自
転
車
通
学
と
徒
歩
通
学
に
つ
い
て

自
転
車
通
学
と
徒
歩
通
学
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

竹
た け べ

部　澄
す み お

雄

議 員
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答
弁　

（
教
育
次
長
）　

利
用
時
間

延
長
に
つ
い
て
は
、
美
浦
村
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
業
務
委
託

し
対
応
し
て
い
る
。

交
流
館
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
新
た
な

利
用
策
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
皆

様
に
美
浦
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

交
流
館
窓
口
の
意
見
用
紙
に
て
、

伺
っ
て
参
り
た
い
。

自
転
車
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
本
年
３
月
に
「
ア
ー
ミ
ー
ラ

イ
ド　

サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
プ　

in

阿
見
町
」
で
、
美
浦
村
コ
ー
ス
の

ポ
イ
ン
ト
地
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
20
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
利

用
し
た
。

質
問　

地
区
計
画
に
つ
い
て
、
計

画
内
の
整
備
計
画
並
び
に
、
Ｂ
地

区
の
現
状
及
び
今
後
の
予
定
、
バ

イ
パ
ス
開
通
イ
ベ
ン
ト
が
可
能
か

な
ど
伺
い
た
い
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

駐
車

場
と
し
て
約
30
台
分
の
増
設
を
行

い
、
10
月
中
旬
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

Ｂ
地
区
で
の
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
は
、
民
間
機
関
へ
の
よ
り
積
極

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
地
権
者
と
の

橋
渡
し
、
可
能
な
範
囲
で
、
こ
れ

に
伴
う
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

開
通
の
式
典
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
が

主
催
し
て
執
り
行
わ
れ
る
事
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
開
催
可

能
か
、
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
や
Ｊ

Ａ
茨
城
か
す
み
と
も
協
議
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

引
き
こ
も
り
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁　

（
保
健
福
祉
部
長
）　

県
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
県
内

９
６
４
件
中
本
村
で
は
４
件
の

「
ひ
き
こ
も
り
又
は
そ
れ
に
類
似

す
る
方
」
を
把
握
し
て
お
り
、「
茨

城
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
や
保
健
所
な
ど
と
連
携
し
、

ひ
き
こ
も
り
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

質
問　

交
流
館
時
間
延
長
、
交
流

館
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
利
用
策
、
自
転

車
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
状
況
と
今
後
の
対
策
な
ど
。

地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

地
区
計
画
に
つ
い
て

地
区
計
画
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
対
策

ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
対
策

飯
い い だ

田　洋
よ う じ

司

議 員
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有
者
へ
の
周
知
方
法

⑥
解
体
費
用
の
一
部
助
成
の
問
い

合
わ
せ
状
況

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）

①
「
空
家
特
措
法
」
に
お
い
て
倒

壊
等
の
恐
れ
の
あ
る
特
定
空
家
に

対
し
行
政
指
導
等
や
空
き
家
所
有

者
の
責
務
を
規
定
す
る
事
で
、
台

風
な
ど
で
建
物
の
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
時
や
樹
木
の
倒
木
の
恐
れ
の

あ
る
場
合
に
、
行
政
側
で
緊
急
安

全
措
置
が
で
き
、
空
き
家
周
辺
の

安
全
確
保
を
可
能
と
す
る
効
果
が

あ
る
。

②
昨
年
度
２
件
を
特
定
空
家
に
認

定
し
「
指
導
書
」
を
所
有
者
に
送

付
し
た
。
内
１
件
が
、
「
解
体
補

助
制
度
」
を
利
用
し
解
体
の
見
込

み
と
な
っ
た
。

③
１
件
、
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
空

き
家
で
建
物
と
敷
地
の
所
有
者
が

違
う
物
件
を
、
職
員
が
仲
介
し
解

体
に
至
っ
た
。
村
と
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
協
定
を
結
び
、
空

き
家
の
適
正
管
理
を
行
い
昨
年
度

30
案
件
の
解
決
に
至
っ
た
。

④
条
例
の
建
物
の
保
全
と
い
う
規

定
に
、
「
空
き
家
を
放
置
し
た
場

合
に
起
こ
り
得
る
弊
害
」
の
１
例

と
し
て
記
載
す
る
。

⑤
相
続
等
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た

場
合
は
、
改
め
て
適
正
管
理
を
お

願
い
す
る
。
相
続
登
記
の
啓
発
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
で
行
う
。

⑥
問
い
合
わ
せ
無
し
。
現
在
、
交

付
対
象
の
「
特
定
・
準
特
定
空
家
」

所
有
者
に
案
内
を
行
な
っ
て
い
る
。

質
問　

樹
木
の
成
長
に
合
わ
せ
た

管
理
は
難
し
い
。
住
宅
地
隣
接
の

空
き
地
の
樹
木
等
の
苦
情
問
い
合

わ
せ
件
数
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

昨
年

度
の
樹
木
に
対
す
る
苦
情
は
51
件
。

当
事
者
間
の
問
題
で
あ
る
た
め
強

制
的
な
指
導
は
出
来
ず
、
適
正
管

理
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

質
問　

通
学
路
の
樹
木
及
び
雑
草

の
管
理
と
防
犯
灯
が
隠
れ
て
い
る

樹
木
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

（
経
済
建
設
部
長
）　

道
路

敷
は
都
市
建
設
課
で
管
理
し
、
危

険
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
個
所
は

職
員
で
除
草
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

民
地
か
ら
の
雑
草
・
樹
木
の
枝
や

防
犯
灯
周
り
の
樹
木
等
は
、
所
有

者
へ
対
処
を
お
願
い
し
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
を
含
め

迅
速
に
安
全
確
保
を
し
て
い
く
。

質
問　

「
空
き
家
と
空
き
地
対
策
」

に
つ
い
て
、
村
長
の
思
い
を
伺
う
。

答
弁　

（
村
長
）　

環
境
が
良
い
所

に
人
は
住
み
続
け
る
。
道
路
の
「
里

親
制
度
」
の
素
案
を
立
ち
上
げ
る

よ
う
お
願
い
を
し
た
い
。

質
問　

「
美
浦
村
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ

れ
、
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
。
村
内
２
２
０
件
の
空
き
家
が

住
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
環

境
と
な
る
事
を
期
待
し
伺
う
。

①
目
的
と
期
待
で
き
る
効
果

②
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
の

推
進
状
況

③
苦
情
問
い
合
わ
せ
物
件
で
成
果

の
で
た
事
例

④
空
き
家
の
適
正
管
理
業
務
に

「
動
物
の
住
み
つ
き
」
追
加

⑤
所
有
者
の
名
義
変
更
時
、
新
所

質
問

質
問

空
き
家
と
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
と
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問 空

き
地
に
つ
い
て

空
き
地
に
つ
い
て

空
き
家
に
つ
い
て

空
き
家
に
つ
い
て

答
弁

林
はやし

　昌
しょ う こ

子

議 員
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答
弁　

（
教
育
次
長
）　

例
年
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
村
内
外
よ
り
多
数
の

ご
来
場
を
頂
き
賑
や
か
に
行
わ
れ

て
き
た
。
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
１
３
０
の
団
体
参
加

と
約
５
０
０
０
名
の
来
場
者
数
と

な
っ
て
い
る
。
木
原
城
山
ま
つ
り

や
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り
も
同
様
に
、

規
模
の
違
い
は
あ
る
が
盛
況
に
行

わ
れ
て
き
た
。
一
方
で
昭
和
31
年

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
村
民
体
育
祭

は
少
子
高
齢
化
等
の
影
響
に
よ
り

開
催
や
内
容
等
の
見
直
し
が
迫
ら

れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
流
れ
は

他
の
文
化
事
業
に
も
及
ぶ
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

い
ま
、
文
化
事
業
を
支
え

る
意
識
の
深
耕
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
「
こ
の
事
業
の
意
義
は
、
住

人
の
文
化
や
芸
術
の
振
興
に
あ
る

が
、
そ
れ
と
併
せ
若
い
人
を
は
じ

め
皆
で
助
け
合
い
協
働
を
通
じ
て

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
、
村
文
化
協
会

関
係
者
の
説
で
あ
る
。
ま
た
、
内

閣
府
の
世
論
調
査
「
伝
統
的
な
祭

り
や
歴
史
的
な
建
物
の
存
在
は
、

地
域
に
と
っ
て
愛
着
や
誇
り
と
な

る
か
」
と
の
問
い
に
、
９
割
の
人

が
肯
定
的
な
意
思
を
示
し
て
い
る
。

本
村
の
今
後
の
意
向
を
伺
う
。

答
弁　

（
教
育
次
長
）　

多
く
の
住

民
の
楽
し
み
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
本
村
の
貴

重
な
文
化
財
産
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
永
く
継
承
し
て
参
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
住
民
か
ら
の
積
極

的
な
意
見
や
参
加
も
求
め
皆
で
支

え
、
よ
り
地
域
性
の
あ
る
事
業
と

な
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
。

質
問　

全
国
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ

ー

の

数

は
、

今

年

３
月

に

１
０
０
０
万
人
を
上
回
っ
た
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
拡
が
り
は
早
期
対
応

や
治
療
に
結
び
つ
く
こ
と
も
多
い
。

本
村
の
現
状
を
伺
う
。

答
弁　

（
保
健
福
祉
部
長
）　

本
村

で
は
こ
れ
ま
で
に
５
４
２
人
が
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
受
講
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー

の
育
成
に
努
め
、
認
知
症
対
策
に

繋
げ
て
参
り
た
い
。

質
問　

文
化
・
芸
術
は
私
達
に
楽

し
さ
や
感
動
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
人
生

を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
温
か
な

人
間
性
の
滋
養
に
繋
が
る
。
更
に

は
地
域
社
会
に
彩
り
と
活
力
を
与

え
、
深
い
結
び
つ
き
や
連
帯
感
を

も
強
め
る
力
と
な
る
。
国
は
〝
文

化
芸
術
立
国
〞
を
目
指
す
中
、
昨

年
の
文
化
芸
術
基
本
法
の
成
立
を

機
に
今
後
さ
ら
に
文
化
や
芸
術
活

動
の
振
興
に
力
を
注
ぐ
、
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
は
自
治
体

や
地
域
の
文
化
事
業
の
衰
退
・
萎

縮
が
見
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
在
り

方
に
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。
本

村
の
状
況
を
伺
う
。

美
浦
村
の
文
化
力
に
つ
い
て

美
浦
村
の
文
化
力
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

松
まつ む ら

村　広
ひ ろ し

志

議 員

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

質
問

質
問
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